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9  使用した CTは、コーン状（放射状）に X線を検出器側へ照射している。測定時には資料を
斜めに透過した X線も検出器へ入るため、検出位置にずれが生じることとなる。このずれが
生じたまま画像が再構成されるために歪みが生じるノイズのことである。 

10 例えば、国立アイヌ民族博物館の小型資料用三次元計測器（Artec社製 Artec Space Spider）
の精度は 0.05mm（理論値）である。 
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